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令和 3年度 事業報告 

 

１ 概要 

令和 3年度における世界経済は、新型コロナウイルス感染症について、オミクロン株など

の新種の発生はありましたが、ワクチン接種の進展による経済活動の正常化に伴い、緩やか

な回復が見られました。一方、ロシアのウクライナ侵攻による石油などの資源価格上昇や物

流費の高騰によるインフレ懸念、半導体の供給不足、並びに中国、東南アジアにおける新型

コロナウイルス感染症の再拡大により経済活動の停滞も見られます。我が国経済は、新型コ

ロナウイルス感染症の再拡大に伴う経済活動の停滞により、景気回復のペースは鈍いものと

なっています。 

日銀の金融政策決定会合でも景気の現状判断を「持ち直しが明確化している」から「基調

としては持ち直している」に下げています。また、円安に伴う、原油高騰、エネルギー価格

の上昇などを受け、今年度の物価見通しを 1％後半に引き上げるとともに企業収益や家計所

得に下押しの圧力がかかるため、経済成長率は引き下げを検討しています。 

また、岡山財務事務所の発表による県内の経済情勢については、前回からの「緩やかに持

ち直している」との景気判断を 5期連続で据え置いたままとし、依然として新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大が大きく影響しており、先行き不透明の状態です。 

小売業の客数は回復傾向にあるものの、飲食業、サービス業などの非製造業においては、

引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う影響があり、休業や営業時間の短縮などに

よる客数の大幅な減少などからの回復に至らず極めて厳しいものとなっています。 

 3 月期決算の上場企業について、全 33 業種のうち製造業の純利益は 68％増え、プライム

市場上場企業 1148社の内 75％の企業が増益となる中で、陸運、空運など 14業種で赤字もし

くは減益となっており、非製造業での苦境が顕著で、引き続き好調な製造業との二極化が鮮

明となっています。 

各企業では、新型コロナウイルス感染症の影響に加えて、円安による資源、エネルギー価

格の上昇など不透明感が増しており、多くの企業が来期の業績予想を未定としています。ワ

クチン接種の進展によるコロナ禍からの業績回復を期待し、生産や販売の正常化は 10 月以

降との見方をしていますが、ウクライナ情勢による資源高などもあり、現時点では、不透明

感が強く懸念されています。 

一方、令和 3年度における、シルバー事業の売上げは、公共部門は、約 2億 4,691万円で

対前年比約 101.4％と前年を上回る売上げを確保できました。民間部門についても、前年を

上回る対前年比約 101.1％の約 4億 6,651万円となりました。全体売上げは、約 7億 1,342

万円で対前年比約 101.2％と前年を約 850万円上回る売上げの確保ができました。 

経常利益については、昨年は、草刈りや剪定の最盛期となる夏場から秋にかけて、一昨年

までは、頻繁に発生していた豪雨、大型台風などの気候変動が無く、一年を通じて穏やかな

気候となったことが幸いし、上半期からほぼ前年並みの売上高を保ったまま、下半期におい

ても順調に推移し徐々に売上げを伸ばし、特に、年後半の剪定、草刈りによる売上げの上積

みと派遣事業の利益確保とともに経費縮減による固定費増加の防止などにより、通期では、

昨年度を約 632万円下回りましたが、昨年度に引き続き約 5,814万円の黒字となりました。 

会員数の増強については、本年度は、対前年比約 96.3％の 1,464人と昨年度比べて約 4％

の落ち込みとなりました。新型コロナウイルス感染症の拡大により、例年 10 月に実施して

いる岡山駅前でのキャンペーン活動の中止、支部での入会説明会やその他の会員増強運動な

どを中止や制限せざるを得なかった影響が出ているものと思われます。しかし、特筆すべき

点として、会員を退いた後の特別会員としてシルバーに残られる方が、従来の 5～6 人程度

から、ほぼ昨年度並み 12 人を維持し、仕事だけでなく、生きがいや仲間づくりの場として
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のシルバーが認識されて来ているものと思われます。 

また、懸案の安全就労については、傷害事故は、昨年度と同件数に収まり、重篤な事故も

ありませんでした。昨年から試験的に取り入れた植木剪定での監視員制度も事故の抑制に効

果があったものと思われます。賠償事故は、カルマ―使用の普及などにより、飛び石事故が

減少傾向となっています。しかし、依然として、カルマ―を使うべき場所にカルマ―を使用

しなかったことによる飛び石事故が見られます。そのため、新人講習会、研修会等による啓

発活動や安全パトロールの強化に努めたことにより、事故件数及び事故内容ともに、好転し

た昨年度を 4件下回ることができました。 

 

２ 安全就業の徹底 

 安全就業を最重要課題として、「安全はすべてに優先する」ことを念頭に、就業中や途上の事故、

損害賠償事故ゼロを目標に掲げ、安全・適正就業委員会を中心として、安全パトロールの強化、植

木剪定での監視員の配置、新人研修の徹底、カルマー(草刈機)研修会等を実施しました。新人研修

では、就業時に事故の多い剪定作業や草刈り作業での事故例を示し、会員に対し安全意識と自己の

健康管理の高揚に努めました。その結果、賠償事故は4件で前年度比 4件減少しました。傷害事故

は 12件で前年度比同数でした。今後もより一層、安全就業の徹底を図ります。 

 また、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会員にフェイスシールドの配布や新型コロナウ

イルス感染症に関する啓発、情報提供を行いました。さらに、熱中症対策として、植木剪定や草刈

り作業では、空調服（送風機付き作業服）を導入しました。 

 

３ 適正就業の徹底 

  既存の請負・委任業務の再点検と必要に応じ「労働者派遣事業」への切り替え等の対応を行い、

適正な就業形態に向けた是正措置を継続的に行いました。また、複数の会員によるローテーション

就業の促進、長期就業の解消などのワークシェアリングを推進し、より多くの会員への就業機会の

確保に努めました。 

   

４ 新規事業の受託等 

市の福祉施策の実現に寄与するため、前年度に続き子育て支援に資するシルバー世代産前産

後応援事業を行うとともに、平成 29年度から始まっている介護予防・日常生活支援総合事業を

行いました。 

(1) 介護予防・日常生活支援総合事業 

総合事業では、要支援１，２の認定を受けた人と事業対象者の人に生活支援訪問サービス（掃

除・洗濯・調理・買物等の家事）を提供し、受注件数 44件、契約金額 4,926,860円の実績とな

りました。 

(2) シルバー世代産前産後応援事業 

子育ての経験を有する会員が、育児・家事援助を必要とする産前産後の世帯について、支援

員として家事、育児のサービスを提供し、延べ利用回数 1,319回、延べ利用時間は 2,335時間、

契約金額 2,143,530円の実績となりました。 

 

５ 財務体質の健全化と業務の円滑化 

 シルバー人材センターの厳しい財務状況を踏まえ、引き続き事務の合理化等による事業経営の健

全化を推進し、財務体質の強化と業務の円滑化を進めました。 

(1)運転資金の確保と財務体質の強化 

 継続就業の場合、翌月３日までに就業報告書を提出、１０日までに発注者に請求書を送るサイ

クルを徹底し、未収金の早期回収に努めました。また、未入金の発注者への直接訪問及び内容証
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明郵便による督促など未入金の発生を防止するための対応に努めました。 

(2)新たな就業開拓 

 民間企業を訪問してセンター事業の説明を行って、就業機会の開拓に努め、労働者派遣事業な

どの多様な就業形態に対応しました。また、市役所等に働きかけ、受注確保に努めました。 

(3)適正な就業機会の提供 

 会員の就業のミスマッチを解消するため、各支部に対応して設置した事務所・出張所が会員の

希望や資格等を把握し、さらに、他部門でも可能であれば就業機会を広げて就業可能な会員を把

握するなど、詳細な情報取得と登録会員への効率的な就業機会提供に努めました。また、未就業

会員に対しては、毎週水曜日に就業相談日を設けているので、就業相談に参加してもらい、早期

の就業先提供に努めました。 

 

６ 会員数の拡大の推進 

 会員増強委員会を中心に、「会員一人が１人の会員を」の目標を掲げ、会員増強活動を行って

いますが、令和 3年度も昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大により、例年 10月に

実施している岡山駅前での会員増強活動は中止、また各支部で予定していました、出張入会説明

会やその他の会員増強活動も中止や制限せざるを得なかったこととなり、積極的なＰＲ活動は行

えませんでした。しかし、各支部役員が中心となり、一般家庭へチラシの配布活動や夫婦会員入

会金免除制度を導入し、会員の拡大と就業機会の開拓に努めました。このような厳しい状況もあ

り、全体の会員数は、1,464人となり、前年度末より56人減少し、前年比 96.3％となりました。

登録会員の平均年齢は、74.8歳で前年度より 0.4歳高くなりました。 

 

７ シルバー人材センター事業の普及啓発活動の推進 

市民と地域社会にシルバー人材センター事業を広く周知し、事業の発展・拡充を図るため、 

さまざまな機会を通じて普及啓発活動を行いました。 

(1)センター機関誌、リーフレットなどを発行し、会員、関係機関に配布し、シルバー事業への理解と

協力を得ることに努めました。 

(2)市広報紙に記事を掲載するとともに、報道機関などに適宜情報を提供し、シルバー事業のＰＲに努

めました。 

(3)行政機関と連携し合同説明会に参加し、当センターのチラシ、パンフレットを配布し、シルバー事

業のＰＲに努めました。 

 

８ 労働者派遣事業の就業機会の確保・拡大 

  企業等において、社員との混在就業や指揮命令下での就業が可能な「労働者派遣事業」の拡大に 

努めてきましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、契約金額、件数ともに減少し、契 

約件数 188件、契約金額 124,701,736円の実績となりました。 

  

９ 技能講習・研修会の充実 

 各種講習会を会員対象と一般市民に参加頂ける内容で、植木剪定講習会、飛散防止に効果的なカ

ルマー（草刈機）講習会等の充実を図り、会員の技術・技能の向上と後継者の育成、さらに、新規

会員獲得に努めました。 

 

10 情報の収集 

 シルバー事業の充実、発展を図るため、研修会などを通じ、県シルバー人材センター連合会の主

催する会議に出席し、連携、交流を深め、また、シルバー事業の活動状況の調査、情報の収集に努

めました。 


